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〔講演要旨〕
「リマテックグループの脱炭素経営に関する
取組みとOZCaFの取組み」
OZCaF（OSAKAゼロカー
ボンファウンデーション）
代表理事
リマテックホールディングス
株式会社
代表取締役社長
田中　靖訓 氏

■リマテックグループの概要
リマテックグループは、水産業をルーツとし、

「海を守る」をキーコンセプトに、漁業、環境・
エネルギー事業、海洋土木事業、海上輸送事
業等を展開している。
技術をコアに、資源循環や脱炭素化といっ

た社会課題に対応するイノベーションを創出
することをミッションにしている。
■脱炭素化は大転換時代
欧州は、“気候正義”という脱炭素を正義と

して、各国に対し取組む姿勢を求めており、日
本も取組まざるを得ない状況である。
企業は、自社だけでなくサプライチェーン全
体の取組みが求められており、経営資源を投
入していく必要がある。
大きな投資とコストがかかることから、各社

の対応は様々だが、当社は、リスクとチャンス
を評価し準備を整えて、実行のタイミングを伺
うこととしている。
■中小企業のSDGsへの取組みを支援する
ツール「環進帳」の展開　～コスト削減
とCO2排出量削減の両立～
脱炭素化は、SDGsの様々な項目と繋がっ

ているため、リマテックグループでは、経営活動
（エネルギー利用、購入、生産、廃棄など）の
勘定科目から、CO2排出量を算出し可視化す
るツール「環進帳」を開発した。
企業等の会計情報から、容易に環境コスト

を分析・評価できるとともに、経営コスト削減
の検討もできる。

産業技術委員会

このツールは、次のリンク先から、無料で利
用できるので、活用いただきたい。
https://bct2050.com/sustainability/

■産学官民による脱炭素社会への挑戦　　
～OSAKAゼロカーボンファウンデー

　ションの設立～
ゼロカーボンの取組みは、産学官民連携が
不可欠であるため、多様な⽴場の関係者から
構成される「OSAKAゼロカーボンファウン
デーション」（略称：OZCaF）を2021年７月に
設⽴した。（2月18日現在　242団体が加入）
ゼロカーボンのキーワードは、「①重要性の
理解」、「②現状把握」、「③対策」。
啓発セミナー等で①を行い、前述のCO2排

出量の可視化ツール等で②を行い、次に③を
考えるステップで活動している。

産学官民が連携し、ゼロカーボンの取組み
を大阪から具現化し、これを全国へと波及さ
せることで、先導的な役割を果たしていきたい。
� （担当：中本）

３月２日（水）広島市において、菖蒲田委員長をはじめ約80名の出
席のもと、2021年度産業技術委員会を開催しました。

当日は、OZCaF（OSAKAゼロカーボンファウンデーション）代表理
事 田中靖訓氏によるご講演の後、当委員会の2021年度事業報告案
および2022年度事業計画案を審議し、原案どおり承認されました。
ここでは、講演の概要を紹介します。

【CO２排出量の可視化ツール「環進帳」のイメージ】
（出典：産業技術委員会資料）

【ゼロカーボンのキーワード】
（出典：産業技術委員会資料）


